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選択的評価基準 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 高等専門学校の目的に照らして，正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われ，

成果を上げていること。 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，公開講座を実施している。また，阿

南市における地域の教育機関との連携活動や地域住民への教育サービスを行っている。さらに，本校

の図書館，体育館等の施設を外部へ開放している。 

実施テーマは各学科及び総合情報処理室等において企画・立案している。企画・立案されたテーマ

は公開講座専門委員会で承認している。公開講座専門委員会では各テーマの広報手段や予算等の調整

も行っている（資料１－①－１）。平成16年度は８テーマの公開講座を実施した（資料１－①－２）。 

本校は平成15年度より地元・阿南市の振興・発展及び教育研究の充実を図るため連携協力に関する

協定を結んでいる（資料１－①－３）。連携協力の項目として，「（３）初等・中等教育及び高等教

育の推進に関すること。」及び「（４）地域住民の生涯学習の推進に関すること。」が掲げられてい

る。項目（３）は阿南市内の教育機関との連携活動に対応している。具体的には小・中学校への出張

授業を行っている。項目（４）は地域住民への教育サービスに対応している。主な活動として，生涯

学習・市民講座等への講師派遣を行っている。本校の全教員より実施可能な授業内容を募集調査し，

阿南市側に提示する（資料１－①－４）。提示したテーマのなかから阿南市側の要望により出張授業

・講師派遣が行われる。平成16年度は20テーマについて出張授業・講師派遣が実施された（資料１－

①－５）。 

本校の図書館，体育館等の施設の外部開放については，その利用規則を定め，Ｗｅｂサイト等を通

じて利用案内を行っている（資料１－①－６，資料１－①－７） 
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資料１－①－１

公開講座の企画・調整 

 

（出典 平成16年度公開講座専門委員会（第４回）議事概要（平成17年3月））
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資料１－①－２

公開講座の実施状況 

 

（出典 平成16年度公開講座専門委員会資料（平成16年1月））

 

資料１－①－３

阿南市との連携協力項目 
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資料１－①－４

出張授業・講師派遣の募集調査

 

（出典 平成16年度小・中学校及び生涯学習への講師派遣及び指導者に関する募集調査）
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資料１－①－５

出張授業・講師派遣の実施実績 

 

（出典 平成16年度阿南市との連携協力に伴う小・中学校

及び生涯学習への講師派遣等の実績について）
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資料１－①－６

校外者に対する図書館の利用案内 

 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト）
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資料１－①－７

校外者に対する体育施設の利用案内 

 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では，地域住民に対する教育サービスとして，公開講座及び出張授業・講師派遣が実施されて

いる。公開講座は，各学科と公開講座専門委員会が連携しながら企画・案内・実施が行えている。出

張授業・講師派遣は阿南市との連携協力のもとに実施され，実績を挙げつつある。また，図書館，体

育館等の施設を外部開放し，地域の文化向上を図っている。 

以上のことから，本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されてい

る。 

 

観点１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。ま

た，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

公開講座の受講者を対象に満足度を測る為，全テーマに統一したアンケートを実施している（資料

１－②－１）。平成 16 年度のアンケート結果では，全受講生の 85％以上から講座に対して満足・大

変満足との評価を得ている（資料１－②－２）。アンケート結果は，公開講座専門委員会において分

析を行い，次年度の実施計画に反映させている（資料１－②－３）。例えば，平成 16 年度のアンケ

ート結果をもとに，平成 17 年度の第三種電気主任技術者試験入門講座では分野選択制を採用し，受

講時間により講習料を設定した（資料１－②－１）。 

阿南市との連携協力では，連携協力推進会議を設置し，定期的に意見交換を行っている。出張授業

・講師派遣等についても連携協力推進会議を中心に議論，改善策を検討している（資料１－②－４）。

全テーマで統一のアンケートの実施についてはまだ整備されていないが，部分的なテーマでアンケー

トを実施し受講者のニーズの把握に努めている（資料１－②－５）。 
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資料１－②－１

公開講座受講生アンケート内容 

 

（出典 平成16年度公開講座受講生アンケート用紙）

 



阿南工業高等専門学校 選択的評価基準 

- 419 - 

 

資料１－②－２

公開講座受講生アンケートの集計結果例 

（出典 平成16年度公開講座専門委員会資料（平成17年１月））

 



阿南工業高等専門学校 選択的評価基準 

 - 420 - 

 

資料１－②－３

アンケート結果からの改善例 

 

＜略＞ 

 

（出典 平成 16 年度公開講座専門委員会議概要（平成 17 年１月））
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資料１－②－４

出張授業・講師派遣に関する検討 

 

＜中略＞ 

 

 

＜以下略＞ 

（出典 平成17年度阿南市と阿南工業高等専門学校連携協力推進会議議事概要（平成17年5月））
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資料１－②－５ 

出張授業のアンケート例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育プログラムに関する調査

調査票

　本アンケートは，学校あるいは役職の立場としてのご意見を伺うことを前提に作成いたしておりま
すが，個人としてのご意見がある方の回答もお待ち致しております．

問１：学校名をお答えください．

中学校

問２：役職，担当教科名をお答えください．

問３：貴校では，環境に関する教育を行っていますか？�
　　　　　 該当する番号に○印をおつけください．

１：行っている　　２：行っていない

２と回答された方は，２ページ目の
問６にお進みください．

問４：貴校での環境教育の参加形態について
　　　　該当する番号に○印をつけてください．

１：個人型　　２：クラス型（クラス単位）　３：学年型（学年単位）
４：グループ型（希望者数～十数名）　５：学校型（学校単位）
６：連合型（各学校と共同した形）　　７：その他（　　　　　　　　　　　　　）

問５：貴校での環境教育の開講形態について
　　　　該当する番号に○印をつけてください．

１：授業時間型（総合学習等の時間で行っている．）
２：平日１日型（１日を使って行っている．）
３：土日開催型（土曜日あるいは日曜日の１日を使って行っている．）
４：長期休業利用型（夏期休業，冬季休業などの日に行っている．）
５：放課後型（放課後に行っている．）　　�
６：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問６：総合学習や環境教育などの授業において，先生方のご負担になっている点
　　　　　について該当する番号に○印をつけてください．

１：時間的な負担　２：テーマ設定や運営に関する負担
３：予算的な負担　４：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

個人としてのご意見を回答いただけ
る方は，下記の欄に「個人としての
意見」と記述をしてください．また
，調査票に関しては，余分を利用し
ていただくか？あるいは，本調査票
において個人の回答は「赤色で回答
しています．」など分かるようにし
ていただければと思います．�

（例：３年担任，学年主任など）

本調査票は7-10PはA3用紙１枚で作成致しておりますので，アンケートご返送の際は，
このまま(1-10Pそのまま)でご返送いただいても，7P以降を分離して調査票のみでも結
構です．

環境教育プログラムに関する調査

問８：以下に来年度以降開催予定のテーマについて記述したしておりま
　　　　　す．興味を持たれましたテーマがございましたら，該当する番号に
　　　　　○印をつけてください．また，以下のもの以外で，ご希望の分野，テ
　　　ーマがございましたらご意見をお聞かせください．

１：身近な環境を知ろう（河川・水質・大気などの環境調査）[フィールド調査]
２：水質の科学[実験・フィールド調査]
３：環境ってなんだろう？[講演]
４：地域・学校・教室のゴミ問題[フィールド調査]
５：交通渋滞の発生原因について調べてみよう[フィールド調査]
６：水の中の小さな生物の世界[観察]
７：DNAを見てみよう[実験]
８：遺伝子工学の実験[実験]
９：ワークショップ（生徒参加型）によるまちづくり[社会実験]
１０：社会的ジレンマってなんだろう？[講演]�
１１：身近な外来種を知ろう[フィールド調査]
１２：海の生物の不思議[フィールド調査]
１３：校庭の花を観察しよう[フィールド調査]
１４：セイヨウタンポポ調査隊[フィールド調査]
１５：絶滅危惧種のシオマネキの観察[フィールド調査]
１６：環境エキスパートになってみよう
　　　（年間を通じて，いくつかのテーマを受講して頂くテーマ）�

１７：その他�

問７：ここ５年のうちで，本プログラムのような，�
　　　　　外部の機関による連携・協力は行われていますか？
　　　　　該当する番号に○印をつけてください．　　　
１：行われている　２：行われていない

１と回答された方で，具体的な内容をお書き頂ける方は，�
以下に記述をお願い致します．

問９：本プログラムを実行する場合におきまして，以下のどのような参加形態であれば
　　　　　実施可能だと思われますか？該当する番号に○印をつけてください．　　　
　　　　
　　　　（複数回答可）

１：個人型　　２：クラス型（クラス単位）　３：学年型（学年単位）
４：グループ型（希望者数～十数名）　５：学校型（学校単位）
６：連合型（各学校と共同した形）　　７：その他（　　　　　　　　　　　　　）
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環境教育プログラムに関する調査

問１０：本プログラムに参加できると考えられる学年を教えてください．�
　　　　　　　（複数回答可）

問１１：本プログラムを実行する場合におきまして，以下のどのような授業形態で�
　　　　　　　あれば実施可能だと思われますか？該当する番号に○印をつけてくださ
　　　　　　　い．（複数回答可）

１：授業時間型（総合学習等の時間で行っている．）
２：平日１日型（１日を使って行っている．）
３：土日開催型（土曜日あるいは日曜日の１日を使って行っている．）
４：長期休業利用型（夏期休業，冬季休業などの日に行っている．）
５：放課後型（放課後に行っている．）　　�
６：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１２：本プログラムを実行する場合におきまして，開催場所として希望される場所
　　　　　　　はどこですか？該当する番号に○印をつけてください．（複数回答可）

１：各種フィールド（現場）３：阿南工業高等専門学校
２：各学校（小中学校）　　４：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１３：移動が伴うテーマにおいての移動の手段としてどの形態を希望されますか？
　　　　　　　該当する番号に○印をつけてください．
１：阿南高専が用意したバスを利用（中学校側負担：無料）
２：貸切バス利用（阿南高専側・中学校あるいは生徒ともに料金負担：有料）
３：貸切バス利用（中学校あるいは生徒が全て負担：有料）
４：バス以外の公共交通機関（中学校および生徒が全て負担：有料）
５：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１４：本プログラムでは，生徒さんや中学校になるべく経済的負担をおか
　　　　けしないことを原則とし，保険料以外のご負担はいただかな
　　　　い方向で検討を致しております．しかしながら，本校の経費では捻出することが
　　　　　　　困難なケース（例：公共交通費，借り上げバス費用等）や各学校で特別な　　
　　　　　予算措置をお組の場合もあると思われます．これらのケースでは，貴校あるいは生　　
　　　　　徒さんに経済的負担をお願いする可能性もございます．仮にこのような場合，貴校　　

　　　　　あるいは生徒さんに経済的負担をお願いすることは可能でしょうか？また，可　　
　　　　　能である場合には，お差し支えなければその可能な金額をお書きください．�

円 円
●学校あたり ●生徒１人あたり

環境教育プログラムに関する調査

問１６：現時点におきまして，本プログラムをどのようにお考えですか？�
　　　　　　　該当する番号に○印をつけてください．

１：興味はあり，実行に向けて検討してみたい．
２：興味はあるが，実施は不可能である．
３：興味はない．�
４：その他（　　　　　　　　）

問１７：本プログラムの詳細について，詳しい内容を示した資料の配布ある
　　　　　　　いは，ご説明にお伺いすることを希望されますか？該当する番号に
　　　　　　　○印をつけてください．

１：資料の配付および説明の両方を希望する．
２：説明のみを希望する．
３：資料のみを希望する．
４：両方とも希望しない．

問１８：本プログラムを実施する場合，ご担当頂きます先生のご協力はどの程
　　　　度いただけるか？プログラム実施にかかわらず，環境教育に関して興味をお持
　　　　　　　ちの方がおられましたら，どのようなことをしてみたいか？など先生方のご要
　　　　望，問題点などがございましたらご記入お願い致します．

1～3と回答を頂いた方で，
資料の配付あるいは説明に
お伺いする連絡先を記述願
います．

ご協力ありがとうございました

問１５：阿南高専にて環境教育の活性化を目的に参加頂きました生徒さんによる成果発
　　　　表，または教員対象のシンポジウムの開催を考えております．�
　　　　　　　そこで，成果発表またはシンポジウムを開催することに興味があります
　　　　か？ないですか？該当する番号に○印をつけてください．

１：興味がある．
２：興味がない．
３：その他

１と答えられた方で成果発表等が開催された場合，参加いただけるか
否かについて，該当する番号に○印をつけてください．
　１：参加する　２：分からない　３：参加しない

１，２と答えられた方で，何月頃の開催がよろしいかお

書き頂ける方はお書きください．（　　月頃）
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●アンケート結果 

個 人 型 0
ク ラ ス 型 1
学 年 型 1 1
グ ル ー プ 型 3
学 校 型 7
連 合 型 0
そ の 他 0

1 年 1 0
2 年 8
3 年 6

授 業 時 間 型 1 3
平 日 1 日 型 2
土 日 開 催 型 1
長 期 休 業 利 用 型 1
放 課 後 型 0
そ の 他 2

5
1 1
3
1

1 1
1
0
1
1

学 校 当 た り
生 徒 1 人 あ た り

興 味 が あ る 5 → 参 加 す る 1 → 1 月 0
興 味 が な い 7 分 か ら な い 4 2 月 0
そ の 他 2 参 加 し な い 0 3 月 1

4 月 0
5 月 1
6 月 0
7 月 0
8 月 1
9 月 0
1 0 月 1
1 1 月 0
1 2 月 0
4 ～ 7 月 1

4
6
3
1

阿 南 工 業 高 等 専 門 学 校
そ の 他

そ の 他

2 0 0 0 0 円 ， 1 6 0 0 0 円 ， 1 0 0 0 0 円 と 回 答 有
1 0 0 0 円 ， 8 0 0 円 と 回 答 有

阿 南 高 専 が 用 意 （ 中 学 校 側 ： 無 料 ）
貸 切 バ ス （ 阿 南 高 専 ， 中 学 校 と も 有 料 ）
貸 切 バ ス （ 中 学 校 有 料 ）
バ ス 以 外 の 公 共 交 通 （ 中 学 校 側 ： 有 料 ）

各 種 フ ィ ー ル ド
各 学 校

問 9

問 1 0

問 1 1

問 1 2

問 1 3

問 1 4

問 1 5

問 1 6

問 1 7
阿 南 中 学 校 は 資 料 配 布 ， 説 明 を 希 望 し て い る 先 生 が 2 名 い ま す ．
椿 町 中 学 校 ， 阿 南 第 二 は ， 資 料 の み を 希 望 し て い ま す ．

興 味 は あ り ， 実 行 に 向 け て 検 討 し て み た い
興 味 は あ る が ， 実 施 は 不 可 能 で あ る
興 味 は な い
そ の 他

 

 

（出典 出張授業に対するアンケート） 

椿 町 1 名
阿 南 6 名
羽 ノ 浦 1 名
伊 島 5 名
阿 南 第 二 1 名

1 年 担 任 ・ 主 任 3
2 年 担 任 ・ 主 任 3
3 年 担 任 ・ 主 任 5
１ ・ 2 年 副 担 任 1
教 務 主 任 1
無 回 答 1

は い 1 2
い い え 2

個 人 型 0
ク ラ ス 型 2
学 年 型 7
グ ル ー プ 型 1
学 校 型 7
連 合 型 0
そ の 他 0

授 業 時 間 型 1 2
平 日 1 日 型 1
土 日 開 催 型 1
長 期 休 業 利 用 型 0
放 課 後 型 0
そ の 他 0

時 間 的 な 負 担 8
テ ー マ 設 定 や 運 営 に 関 す る 負 担 4
予 算 的 な 負 担 2
そ の 他 2

行 っ て い る 6 →
行 っ て い な い 8

3
1
4
6
4
3
5
3
4
0
1
2
0
0
0
1
3

内 訳問 1

問 2

身 近 な 環 境 を 知 ろ う

提 出 中 学 校 5 校

総 提 出 枚 数 1 4 枚

水 質 の 科 学
環 境 っ て な ん だ ろ う ？
地 域 ・ 学 校 ・ 教 室 の ゴ ミ 問 題
交 通 渋 滞 の 発 生 原 因 に つ い て 調 べ て み よ う
水 の 中 の 小 さ な 生 物 の 世 界
D N A を 見 て み よ う
遺 伝 子 工 学 の 実 験
ワ ー ク シ ョ ッ プ （ 生 徒 参 加 型 ） に よ る ま ち づ く り
社 会 的 ジ レ ン マ っ て な ん だ ろ う ？
身 近 な 外 来 種 を 知 ろ う
海 の 生 物 の 不 思 議
校 庭 の 花 を 観 察 し よ う
セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ 調 査 隊
月 滅 危 惧 種 の シ オ マ ネ キ の 観 察
環 境 エ キ ス パ ー ト に な っ て み よ う
そ の 他

具 体 的 に は ， 新 野 高 校 ， 阿 南 ク リ ー ン セ ン タ ー と の 連 携
問 7

問 8

問 3

問 4

問 5

問 6
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（分析結果とその根拠理由）  

公開講座に対しては全テーマで統一的なアンケートを実施し，受講生からの講座に対する評価も良

好である。また，アンケート結果をもとに公開講座専門委員会で検討し，受講料の設定等で改善を行

っている。出張講義・講師派遣については，全テーマに対するアンケートの実施が今後の課題である

が，連携協力推進会議を中心として，改善策が検討されている。 

以上のことから，本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスの成果が上がっている。

また，改善のためのシステムについては検討の余地があるが，ほぼ機能している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 阿南市との連携協力により，地域に密着した教育サービスを提供できている。 

（改善を要する点） 

 阿南市との連携協力は，まだ第１期の途中であり，出張講義・講師派遣に対する統一的な評価方法

が定まっていない。 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

本校では正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，公開講座及び阿南市との地域連携によ

る小・中学校への出張授業，生涯学習・市民講座への講師派遣などを実施している。公開講座では専

門委員会を中心に企画・実施・改善策等が検討されている。出張授業・市民講座では連携協力推進会

議を中心に企画・実施・改善策等が検討されている。 

以上のとおり，正規課程の学生以外に対する教育サービスが計画的に実施され，活動成果・満足度

向上のための改善システムが機能している状況を総合的に判断すると，選択的基準「正規過程の学生

以外に対する教育サービスの状況」を満たしている。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 平成 16 年度は公開講座を８テーマ以上企画し，実施している。また，受講生の参加状況，アンケ

ートによる満足度調査の状況より，地域住民の教養を高め，地域社会の文化の向上に資する目的を達

成している。阿南市との連携協力では市内の小・中学校への出張講義や一般市民への教養講座を企画

・実施（平成 16 年度は 20 講座）しており，地域の振興・発展及び教育研究の充実を図る目的を達成

している。 

 以上のことより，本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスの目的の達成状況は良好

である。 




